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節分追籐祭 2月 3日
歳男・歳女の豆撤き奉仕をはじめ、方災消除 家内安全 交通

安全等の特別祈願を承っております .

御田植祭 4月 4日
境内の敷石を水田に見立て、田 ltl歌を唄いながら一イ

「
の農″1儀ネL

を模擬的に行う祭事であり、埼玉県選定の無形民俗 1文化員

`に

指定

されています̀

大祓式 6月 3o日 /12月 31日
半年毎の罪や磯ねを祓い清めるために、6月と12月の末日に
行ちています:ご希望の方は社務所までお申し込み下さい

川瀬祭 7月 19・ 2o日
Fお祇園Jとも呼ばれるこのお祭では、宵宮の「天王柱立神事J
と20日の「神輿洗神事」が見所になっています

例祭 12月 2・ 3日 (秩父夜祭 )
動く陽明門とも書えられる6台の笠鉾屋台の曳行と豪華なll上イと火
の競演など、毎年20万人以上の人出が見込まれるl・ l祭は「秩父夜祭J
の名で全国に知られています .

◆電車の場合
秩父鉄道秩父駅より徒歩3分 .
西武秩父線西武秩父駅より徒歩15分 t
・池袋駅より
西武池袋線特急レンドアロ~を利用の場合、全席指定・

1乗り換えなし。約80分 .
・上野駅より
」R高崎線で熊谷へ行き、秩父鉄道に乗り換え,

◆お車の場合
・関越自動車道花園ICより約30km。
花園ICを降り、国道140号線を秩父・二峰方面へ.
皆野寄居バイパスを利用の場合、約50分 .
秩父市内に入り、国道299号線と交差する1,IIr/町
交差点を右折.

井井人回の一え官
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・貯ｓ”
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秋 氏 神 社
埼玉県秩父市番場町1番地3号

日3言舌0494-22_0262  FAX0494-24-5596

http://Www.chichibu― linia.Or.ip
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※
予
約
制
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

社
頭
に
て
直
接
お
中
し
込
み
下
さ
い
。

祈
願
料

五
千
円
よ
り

古
式
に
の
っ
と
っ
た
神
前
結
婚
式

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

境
内
に
敷
か
れ
た
真
紅
の
絨
毯
の

上
を
、
雅
楽
の
調
べ
の
中
、
巫
女
に

導
か
れ
て
厳
か
に
神
前
に
向
か
う

「参
進
の
儀
」
は
、お
二
人
の
生
の

思
い
出
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

お子様の成長を祈るトラの置物
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政
治
一学
問

工̈
業
・開
運
の
祖
神

「
井

井

人

彦

今

」

知
知
夫
国
の
初
代
国
造
・秩
父
地
方
開
拓
の
祖
神

「
ス

え

力

十

二

神

」

北
辰
妙
見
と
し
て
鎌
倉
時
代
に
習
合
し
た
神

「
秋

氏

官

た

イニ

乳

二

」

先
帝
昭
和
天
皇
の
弟
宮
様
、
昭
和
二
十
八
年
に
合
祀

・ご
創
建

平
安
初
期
の
典
籍
『先
代
旧
事
紀
―
国
造
本
紀
―
一

に
よ
れ
ば
、人
皇
第
十
代
、μホ
神
天
皇
の
御
代
、知
知

夫
国
の
初
代
国
造
に
任
ぜ
ら
れ
た
知
知
夫
彦
命
が
、

祖
神
で
あ
る
人
意
思
兼
命
を
お
祀
り
し
た
こ
と
に
始

ま
り
ま
す
。

・ご
社
殿

戦
同
時
代
の
末
期
に
兵
火
に
よ
っ
て
焼
失
し
た
も
の

を
、
天
正
三
〇
年
全
五
九
二
年
）
九
月
、徳
川
家
康
公

が
大
日
一那
と
な
っ
て
、
代
官
で
あ
る
成
瀬
吉
衛
門
に
命
じ
て
再
建
さ
れ
た
の
が
現
在
の

ご
社
殿
で
す
。

建
築
様
式
は
、
本
殿
・幣
殿
・拝
殿
の
二
棟
か
ら
な
る
権
現
造
り
で
、
極
彩
色
に
彩
ら
れ

た
数
多
の
彫
刻
群
に
覆
わ
れ
た
豪
華
な
造
り
と
な
っ
て
お
り
、建
造
時
の
棟
札
と
共
に

埼
玉
県
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

北
辰
の
具

ご
木
殿
北
側
の
中
央
に
彫
刻
さ
れ
た

「
北
辰
の
泉
」
は
、
体
は
南
、
頭
は

真
北
を
向
い
て
、
由
心
慮
深
く
昼
夜

を
問
わ
ず
ご
祭
神
を
お
守
り
し
て

い
ま
す
。

お
元
気
三
猿

Ｈ
光
束
照
官
で
は
「兄
ぎ
る
。

言
わ
ぎ
る
・間
か
ぎ
る
」
と
さ

れ
る
三
猿
も
、
当
神
社
で
は

「
よ
く
見
て
。よ
く
聞
い
て
・

よ
く
話
す
」

元
気
な
姿
で
彫
刻
さ
れ
て
い

ま
す
。

川
瀬
祭

毎
年
七
月
十
九
日
、二
十
日
に
行
わ
れ
る

当
神
社
の
夏
祭
。

二
十
日
の
午
後
に
は
神
輿
が
荒
川
の
清
流

に
入
り
、悪
疫
退
散
を
願
っ
て
神
輿
洗
い
の

神
事
が
行
わ
れ
ま
す
＾

子
宝
。子
育
て
の
虎

（伝

左
甚
五
郎
作
）

当
時
の
狩
野
派
の
流
れ
を

汲
ん
で
、
母
虎
が
あ
え
て
豹

柄
で
描
か
れ
た
こ
の
彫
刻
は
、

子
育
て
の
大
切
さ
を
名
工
が

彫
刻
に
込
め
て
表
現
し
た
も

の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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